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関東一円への空港貨物の配送拠点に

施工のポイント

機能性、意匠の高い品質要求を実現
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　このたび、千葉県成田市で開発を進めてまいりま
した物流施設「ロジスクエア成田」が完成しました。
　開発地は、東関東自動車道の成田ＩＣから約．
㎞、大栄ＩＣから約．㎞、首都圏中央連絡自動車
道（圏央道）の下総ＩＣから約．㎞、さらに成田
国際空港の貨物地区の出入口からも約６㎞の距離に
位置しており、関東一円への航空貨物の配送拠点と
してのニーズを満たす立地になります。
　建物のマスタープランは、平屋建てとして計画し、
南北両面にトラックバースを配置しました。北側は
大型トラック台が同時に接車できる高床トラック
バース、南側は大型庇（ひさし）を設けた低床トラ
ックバースとする事で、多種多様な入出庫オペレー
ションを可能とする汎用性の高い計画としました。
　さらに、構造計画では防火区画の独立柱の大部分
を設置しない設計とする事により、大空間での庫内
オペレーションが可能となっており、設備計画では
倉庫全域に空調設備を実装しており、庫内就業環境
に配慮する計画としました。
　環境対策としては、全館ＬＥＤ照明、人感セン
サー、節水型衛生器具、屋上緑化を計画するなど、環
境や省エネルギーに配慮した施設計画をしており、
ＣＡＳＢＥＥ建築（新築）のＡランク認証及びＢＥ
ＬＳ評価の★★★★を取得しております。
　結びに、施設の設計・施工を手掛けていただきま
したピーエス三菱様及び協力会社の皆さまに御礼申
し上げます。

株式会社シーアールイー
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外
観

　この工事は、長手方向で約ｍに及ぶ１階建ての物流倉庫を建設するものです。
全体を２つの工区に分け、建て逃げ工法で鉄骨工事を進めました。敷地については
建物周囲に余裕はあるものの、建屋の鉄骨工事と、周囲の開発工事を同時並行で進
めていく必要がある、短工期の工事であったため、クローラークレーンなどの揚重
機械や掘削機械、搬出入車両を含めた重機配置に苦心しましたが、施工ステップ図
を元に日々の配置を打ち合わせし、無事故にて工事を完了することができました。
　施工においてお施主様の求められる建物づくりは、鉄骨建て方の高精度さを確保
し、物流施設ならではのコンクリート床をレベル、仕上げ共に高品質でお引き渡し
することにありました。

　特に床の施工は鏡面仕上げと光沢出しの美しさを心がけましたが、コンクリート
打設には１回あたりの施工面積に限度があり、延べ約，㎡の床を、１回あたり
～，㎡の床面積ごと、コンクリート数量㎥程度での打設とし、回に分
けて行う計画としました。それぞれの打設ブロックで精度と仕上げの高品質さを均
一化し、打設後の湿潤養生及び作業での汚れや傷を防止するための養生にも細心の
注意を払いました。
　今回の工事は、建設業界が直面している労務不足の問題に対処する必要がありま
したが、工種ごとの協力業者はお施主様による推薦企業の紹介も得られ、技量、施
工品質、安全対策など信頼のおける職人を揃えることができました。
　建物の機能性、意匠、仕上りなど、お施主様の要求は高くありましたが、物流施
設を手掛け、そこを使う人々のことを考える、施主としての想いの強さの表れだと
感じます。各種施工精度の追求や建物内外の高さ制限、施設内の明るさ確保、わか
りやすいサイン計画など、きめ細やかなご指導をいただき、総合的にスムーズな施
工とグレードの高い建物をお引き渡しできたと思っています。

　ピーエス三菱東京支店建築工事部　ロジスクエア成田作業所長　佐々木俊彦

エントランス

倉庫内フロア

視認性の良いサイン

■工　事　名　称：ロジスクエア成田新築工事
■工　事　場　所：千葉県成田市吉岡字大安場番１
■発　注　者：株式会社シーアールイー
■設計・監理：株式会社ピーエス三菱　一級建築士事務所
■施　　　工：株式会社ピーエス三菱東京建築支店

■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造平屋
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年８月～年５月
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